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令
和
2
年
1
月
21
日
に
逝
去
さ

れ
た
勝か

つ

俣ま
た

徹て
つ
し

さ
ん
（
仙
石
原
）
が
、

元
町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績
を

認
め
ら
れ
、
令
和
元
年
12
月
1
日

に
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
勝
俣
さ
ん
は
、
16
年
の
永
き
に

わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
に
よ
り
、
栄
え
あ
る
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
箱
根
町
賀
詞
交
換
会
が
１
月
7

日
、
約
３
８
０
人
の
参
加
の
も
と
、

湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
賀
詞
交
換
会
に
先
立
ち
、

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
令
和
元
年

度
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
政
の
振
興
・
発
展
、

公
共
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
る
も
の
で
、
今
回
で
57
回
目
と

な
り
ま
す
。

【
功
労
表
彰
】
（
敬
称
略
）

○
岡お

か

本も
と

光み
つ

代よ

（
元
箱
根
）

　
永
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
い
て
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
高
齢

者
世
帯
や
障
が
い
者
等
援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
方
の
相
談
や
援
助

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
運
営
に
も
監
事
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
功
績
。

〇
小お

川が
わ

道み
ち

亞つ
ぐ

（
強
羅
）

　
永
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
い
て
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
高
齢

者
世
帯
や
障
が
い
者
等
援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
方
の
相
談
や
援
助

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
運
営
に
も
副
会
長
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
功
績
。

〇
唐か

ら

澤さ
わ

久ひ
さ

雄お

（
宮
城
野
）

　
永
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
と
し

て
教
育
行
政
の
推
進
に
精
力
的
に

活
動
し
、
ま
た
、
社
会
教
育
委
員

を
務
め
た
知
見
も
生
か
し
、
学
校

教
育
の
み
な
ら
ず
生
涯

学
習
も
含
め
、
本
町
の

教
育
・
文
化
の
進
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

功
績
。

〇
大お

お

場ば

脩し
ゅ
う

一い
ち

（
底
倉
）

　
消
防
審
議
会
委
員
、

温
泉
財
産
区
管
理
会
委

員
、
公
益
財
団
法
人
箱

根
町
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
理
事
を
歴
任
し
、

特
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
で
は
永
き
に
わ
た

り
理
事
長
を
務
め
、
地

域
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
功
績
。

〇
栗く

り

原は
ら

宏ひ
ろ

臣お
み

（
仙
石
原
）

　
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
火
災
、
地
震
、
台
風
等
数
多
く

の
災
害
に
怯
む
こ
と
な
く
果
敢
に

活
動
し
、
消
防
の
使
命
で
あ
る
災

害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
責
務
を
深
く
認
識
し
、

消
防
団
長
と
し
て
消
防
団
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
。

　正月の風物詩となっている第96回東京箱根間
往復大学駅伝競走が21チームの参加により １月
２日・ ３日に行われました。
　 ２日（往路）のゴール後、箱根町園地の特設
ステージにて、箱根の伝統的工芸品である寄木
細工を広く全国に知ってもらうため、寄木で制
作したトロフィー・メダルを町長から往路優勝
校の青山学院大学に贈呈しました。

勝
俣
徹
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

箱
根
町

�

体
育
協
会
表
彰

　
町
体
育
協
会
は
１
月
21
日
、
天

成
園
で
、
令
和
元
年
度
箱
根
町
体

育
協
会
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
住
民
の
社
会
体

育
の
振
興
・
発
展
に
顕
著
な
功
績

を
残
し
た
個
人
お
よ
び
団
体
を
表

彰
し
て
お
り
、
今
回
は
次
の
10
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
、

敬
称
略
）

【
功
績
表
彰
】

・
社
会
体
育
の
振
興
に
顕
著
な
功

績
を
あ
げ
て
い
る
方
（
表
彰
Ａ
項
）

○
椎し

い

野の

篤あ
つ
し

（
強
羅
）

○
播は

り

摩ま

和か
ず

幸ゆ
き

（
強
羅
）

・
全
国
大
会
な
ど
の
著
名
な
大
会

に
お
い
て
優
秀
な
記
録
や
成
績
を

残
し
た
方
（
表
彰
Ｃ
項
）

○
中な

か

村む
ら

彩あ
や

音ね

（
湯
本
）

《
相
洋
高
等
学
校　
3
年
》

　

�

神
奈
川
県
高
等
学
校
春
季
大
会

　
弓
道　
女
子
団
体
の
部　
優
勝

○
勝か

つ

俣ま
た

優ゆ
う

心み

（
小
涌
谷
）

《
相
洋
高
等
学
校　
1
年
》

　

�

第
67
回
関
東
高
等
学
校
柔
道
大

会　
女
子
団
体
戦　
3
位

○
松ま

つ

本も
と

拓た
く

真ま

（
宮
城
野
）

《
箱
根
中
学
校　
2
年
》

　

�

第
25
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全

国
選
抜
野
球
大
会　
準
優
勝

○
伊い

藤と
う

彪ひ
ゅ
う

我が

（
仙
石
原
）

《
仙
石
原
小
学
校　
6
年
》

　

�

平
成
31
年
度
少
年
少
女
陸
上
競

技
交
流
記
録
会　
１
０
０
ｍ

1
位
（
13
秒
40
）

○
野の

地じ

嵩た
か

良ら

（
小
涌
谷
）

《
旭
丘
高
等
学
校　
3
年
》

　

�

第
68
回
選
抜
高
校
相
撲
十
和
田

大
会　
団
体
戦　
3
位

　

�

第
74
回
国
民
体
育
大
会
相
撲
競

技
少
年
の
部　
団
体
戦　
5
位

○
野の

地じ

峻ち
か

良ら

（
小
涌
谷
）

《
旭
丘
高
等
学
校　
1
年
》

　

�

第
67
回
関
東
高
等
学
校
相
撲
大
会

　
個
人
戦
中
量
級　
ベ
ス
ト
16

○
稲い

な

毛げ　
も
あ
な
（
宮
城
野
）

《
函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校　
1
年
》

　

�

第
42
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳
競
技
大
会

11
～
12
歳
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ　

出
場

○
近こ

ん

藤ど
う

美み

七な

海み

（
宮
城
野
）

《
箱
根
中
学
校　
2
年
》

　

�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
第
22

回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
南
砺
２
０
１
９

ユ
ー
ス
B
女
子　
7
位

消
防
出
初
式

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
1

月
10
日
、
約
４
０
０
人
が
参
加
の

も
と
、
湯
本
小
学
校
校
庭
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
町

の
安
全
確
保
に
尽
力
し
た
消
防
団

員
の
表
彰
の
ほ
か
、「
湯
本
幼
児

学
園
」
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や
踊
り
、

消
防
署
員
に
よ
る
演
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
車
両
12
台
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
の
後
に
は
、
早
川
河
川

敷
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
華
や

か
に
新
春
を
飾
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。［
氏
名
の
順

は
階
級
に
よ
る
も
の
・
敬
称
略
・

カ
ッ
コ
内
は
担
当
分
団
地
域
］

［
町
長
表
彰
］

◎
優
良
表
彰

　

田
中
貞
充
、
真
壁
一
男
（
湯

本
）、
加
藤
幸
弘
（
須
雲
川
）、
加

藤
芳
明
（
大
平
台
）、
勝
俣
浩
一

（
宮
城
野
）、
樋
口
吉
一
（
二
ノ

平
）、
神
山　
久
（
仙
石
原
）、
大

川　
明
（
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
勤
続
）

　

田
中
貞
充
（
湯
本
）、
勝
俣
浩

一
（
宮
城
野
）、
安
藤
勝
美
（
畑

宿
）、
丸
山
一
郎
、
藤
村
裕
一

（
箱
根
）、
倉
橋　
亮
（
湯
本
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　
島
村
文
忠
、
佐
野　
治
、
佐
藤

尚
由
、
小
林
孝
次
（
湯
本
）、
上

原
元
太
郎
、
高
松
淳
一
（
小
涌

谷
）、
柴
田
康
宏
（
強
羅
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
勤
続
）

　

迹
見
啓
生
、
稲
葉　

光
（
強

羅
）、
杉
山
慎
吾
、
大
場
智
也

（
元
箱
根
）

［
県
知
事
表
彰
］

◎�

永
年
勤
続
20
年
優
良
消
防
団
員

表
彰

　

野
日
出
夫
（
湯
本
）、
小
林

誠
、
平
塚
敏
規
（
大
平
台
）、
塚

本
大
介
、
松
本　
卓
（
宮
城
野
）、

駒　

篤
司
（
元
箱
根
）、
土
屋
康

彦
（
箱
根
）、
清
水
俊
介
（
湯

本
）、
石
井
宏
尚
（
大
平
台
）、
吉

田
英
一
（
宮
ノ
下
）、
青
野
哲
也

（
宮
城
野
）、
滝
澤
謙
二
、
勝
俣

浩
一
（
仙
石
原
）、
石
川
忠
之

（
元
箱
根
）、
内
原
信
之
、
大
場

正
泰
、
山
下
昌
途
（
箱
根
）

［
県
消
防
協
会
足
柄
下
支
部
長
表
彰
］

◎
優
良
表
彰

　

河
野
昭
二
、
水
田
和
彦
（
湯

本
）、
安
藤
勝
美
（
畑
宿
）、
瀬

戸
忠
一
（
大
平
台
）、
水
野
勇
一

（
宮
城
野
）、
田
村
洋
一
（
強

羅
）、
勝
俣
淳
一
（
仙
石
原
）、
丸

山
一
郎
（
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　
町
長
表
彰
永
年
勤
続
表
彰
（
20

年
勤
続
）
に
同
じ

［
消
防
団
長
表
彰
］

◎
優
良
団
員
表
彰

　

田
中　

慎
、
小
林
史
幸
（
湯

本
）、
石
川
皓
己
（
畑
宿
）、
大
木

宣
明
、
大
石
政
志
、
折
橋
大
貴

（
宮
ノ
下
）、
浅
香
良
太
、
中
村

康
二
、
稲
葉　

匠
、
三
浦
友
裕

（
宮
城
野
）、
大
内
貴
仁
、
池
谷

秀
喜
、
勝
俣
圭
介
、
勝
俣
太
平

（
仙
石
原
）、
駒　
裕
（
元
箱
根
）

令
和
元
年
度
自
治
功
労
者
を
表
彰

�

賀
詞
交
換
会
の
席
上
で
披
露

箱根駅伝往路優勝校に
寄木トロフィー・メダルを贈呈

前
列
左
か
ら
、�

小
川
道
亞
さ
ん
、
石
川
栄
町
議
会
議
長
、

山
口
昇
士
町
長
、
岡
本
光
代
さ
ん

後
列
左
か
ら
、�

栗
原
宏
臣
さ
ん
、
大
場
脩
一
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
唐
澤
久
雄
さ
ん
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キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

�

募
集
中
！！

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

女
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
均
等
に
活

躍
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
内
閣
府
で
は
、「
男
女

共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
に
も
っ

と
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
テ
ー
マ　
自
分
ら
し
い
人
生

を
実
現
す
る
た
め
に
、
時
間
を
ど

う
使
っ
て
い
く
の
か
。
家
族
や
地

域
、
社
会
は
そ
れ
を
ど
う
後
押
し

し
て
い
く
の
か
。
そ
れ
を
社
会
全

体
で
考
え
て
い
く
き
っ
か
け
と
な

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

応
募
資
格　
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
が
、
未
発
表
の
自
作
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
間　

2
月
28
日
㈮
ま
で

（
必
着
）

応
募
方
法　
男
女
共
同
参
画
局
サ

イ
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.gender.

go.jp/public/week/week.html

）

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

※
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、

令
和
２
年
度
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
広
報
啓
発
活
動
（
ポ
ス

タ
ー
な
ど
）
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、

男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
る
予
定
で
す
。

照
会
先　
企
画
課

�
☎
８
５
―
９
５
６
０

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

購
入
期
限・使
用
可
能
期
限

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
引
上

げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の

消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、「
住
民
税
非
課
税
の
方
」

と
「
小
さ
な
乳
幼
児
の
い
る
子
育

て
世
帯
」
を
対
象
と
し
て
、
令
和

元
年
10
月
1
日
か
ら
４
千
円
で

５
千
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
（
購
入
限

度
額
２
万
円
）
を
総
務
防
災
課
町

民
係
お
よ
び
出
張
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
が
、
販
売
期
限
お
よ
び
使

用
可
能
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

の
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

購
入
し
忘
れ
て
い
る
方
は
、
早
め

に
購
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
購
入
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
は
、
必
ず
使
い
切
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
使
用
可
能

期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、
商
品
券
は

無
効
と
な
り
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
払
い
戻
し
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
期
限　
２
月
28
日
㈮

※
期
間
中
の
役
場
の
閉
庁
日
に
は

販
売
し
ま
せ
ん
。

使
用
可
能
期
限　
３
月
31
日
㈫

照
会
先　
企
画
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
０

マ
ン
シ
ョ
ン・ア
パ
ー
ト
な
ど

に
お
け
る
消
防
用
設
備
な
ど

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
共
同
住
宅
に
消
防
用
設
備
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
定
期
的
な
点
検
お
よ
び
維

持
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
共
同
住

宅
等
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
消

防
用
設
備
な
ど
は
、
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
早
期
に
知
ら
せ
る

「
自
動
火
災
報
知
設
備
」、
初
期

消
火
に
必
要
な
「
消
火
器
」、
避

難
に
必
要
な
「
避
難
器
具
」
な
ど

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
生
命
・
身
体
・

財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
重

要
な
も
の
で
す
。
消
防
法
令
違
反

と
な
ら
な
い
よ
う
消
防
用
設
備
な

ど
の
維
持
管
理
を
適
正
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
消
防
法
で
は
、
共
同
住

宅
等
の
収
容
人
員
に
よ
り
、
防
火

管
理
者
を
定
め
、
火
災
予
防
上
必

要
な
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
予
防
係
）

�

☎
８
２
―
４
５
０
５

道
路
の
除
雪
作
業
に

�

ご
理
解・ご
協
力
を

　
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
、

「
凍
・
雪
害
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
主
要
路
線
の
凍
・
雪
害
対
策

に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

迅
速
な
通
行
確
保
の
た
め
、
交
通

量
の
少
な
い
時
間
帯
（
深
夜
）
に

よ
る
作
業
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
凍
・
雪
害
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
【
緊
急
・
防
災
・
消
防
】

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

◎
間
口
の
雪
処
理
は
各
家
庭
で

　
か
き
寄
せ
ら

れ
た
雪
が
間
口

を
ふ
さ
い
で
し

ま
っ
た
場
合
、

間
口
の
雪
は
各

家
庭
や
近
所
の
皆
さ
ん
で
協
力
し

て
除
雪
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
自
己
敷
地
内

の
堆
積
を

　
敷
地
内
の
雪

は
道
路
に
出
さ
ず
、
敷
地
内
に
堆

積
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
路
上
駐
車
は
し
な
い

　
路
上
駐
車
は
、
作
業
や
緊
急
車

両
通
行
の
支
障
に
な
り
ま
す
。
事

故
や
立
ち
往
生
を
防
ぐ
た
め
、
冬

季
期
間
中

は
す
べ
り

止
め
対
策

を
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
作
業
車
に
は
近
寄
ら
な
い

　
氷
の
塊
が
飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
、

大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
作
業
員

に
声
を
か
け
る
こ
と
も
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
都
市
整
備
課
（
道
路
管

理
係
）�

☎
８
５
―
８
６
０
０

持ち込まないポイント 1
　食品取扱者の健康管理を
行い、嘔吐・下痢の症状が
ある時は食品を扱わないよ
うにしましょう。

加熱するポイント 2
　二枚貝等のノロウイルス
の汚染リスクのある食品は、
中心温度85～90℃で、90秒
以上加熱しましょう。

拡げないポイント 3
　作業場や調理器具は適切
に清掃・洗浄を行い、熱湯
や次亜塩素酸ナトリウムで
消毒しましょう。

つけないポイント 4
　日頃から手洗いを徹底し、
清潔な手袋や器具を使用し
ましょう。

ノロウイルス食中毒予防の ４つのポイント

照会先　小田原保健福祉事務所食品衛生課　☎０４６５－３２－８０００（代表）

　ノロウイルスは非常に感染力が強く、下痢、嘔吐、発熱等を引き起こすことがあります。近年は、調理
従事者から二次汚染を受けた食品を原因とする事例が多数を占めています。手洗いや調理器具の洗浄・消
毒など、４つのポイント【持ち込まない・加熱する・拡げない・つけない】を実践し、ノロウイルス食中
毒を予防しましょう。

ノロウイルス食中毒  警戒情報発令中！

　10年目を迎えた湯本幼児学園でタイムカプセルの埋設が行われ
ました。
　保護者会事業として行われたこの試み。湯本幼児学園が現在の
園舎となったときにも行われ、10年が経過した昨年 3月に当時の
在園児たちが集まり、掘り起こされました。
　そして本年 1月22日、次の10年へ向けて
タイムカプセルが埋設されました。

　　　　　　　　　タイムカプセルには、
　　　　　　　湯本幼児学園の園児と湯本
　　　　　　　小学校の児童（希望者）か
ら寄せられた10年後の自分や家族に向けた
手紙などを詰めこみ園児一人一人が土を
盛って、園庭に埋めました。

　10年後に掘り起こすのが楽しみですね。
　この日のみんなの笑顔が10年後にも見ら
れますように。

１０年後も
笑顔が見られるように
湯本幼児学園タイムカプセル埋設
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「
初
心
者
で
も
大
丈
夫
！

ヨ
ガ
で
自
分
の
体
と
向
き
合

お
う
」健
康
講
座
の
お
知
ら
せ

　
運
動
習
慣
の
あ
る
方
が
年
々
減

少
し
、
腰
痛
等
の
自
覚
症
状
が
あ

る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
骨
格
筋
に
関
す
る
医
療
費
の
割

合
も
全
体
の
約
15
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
ヨ
ガ
を
通
し
て
、
日
常
で
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
動
き
を
習
得

し
、
腰
痛
や
膝
痛
な
ど
の
改
善
に

も
役
立
つ
よ
う
な
運
動
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
の
長
い
人
生
を
充

実
し
て
過
ご
す
た
め
に
も
、
こ
の

機
会
に
健
康
講
座
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日　
時　
3
月
11
日
㈬
13
時
30
分

〜
15
時
（
受
付
は
13
時
か
ら
）

場　

所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　
さ
く
ら
館
２
階
会
議
室

講　
師　
有
限
会
社　
足
柄
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス　
健

康
運
動
指
導
士

定　
員　
30
名
（
先
着
順
）

対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

県
西
地
区
の
市
町
と
小
田
原

県
税
事
務
所
に
よ
る
不
動
産

共
同
公
売
を
実
施

　
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
を
整

理
す
る
た
め
、
県
西
地
区
の
市
町

と
小
田
原
県
税
事
務
所
が
共
同
で

不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。
差
押
中

の
物
件
を
入
札
で
売
却
す
る
予
定

で
す
。
入
札
に
は
、
一
般
の
方
も

参
加
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
２
月
20
日
㈭
13
時
30
分

～
13
時
45
分

場　
所　
小
田
原
合
同
庁
舎
２
階

２
Ｆ
会
議
室
（
小
田
原
市
荻
窪

３
５
０
―
１
）

申
込
方
法　
３
月
6
日
㈮
ま
で
に

保
険
健
康
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
保
険
健
康
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
４

食
文
化
継
承
教
室

�

開
催
！

　
和
食
の
基
本
で
あ
る
、
一
汁
三

菜
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
で
培
わ
れ

て
き
た
料
理
を
、
食
の
文
化
と
あ

わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
調
理
で
は
、
プ
ロ
か
ら
天
ぷ
ら

の
揚
げ
方
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
ま
す
。

※
託
児
（
未
就
園
児
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ん
が
い
る
方
も
、

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　
知
っ
て　
広
め
て　
箱

根
の
食
文
化
を
つ
な
げ
よ
う
！

日　
時　
3
月
4
日
㈬

　
　
　
　
10
時
～
13
時
ま
で

場　
所　
さ
く
ら
館

講　
師　
伊
勢
田　
修
さ
ん

定　
員　
16
人

対　
象　
町
内
在
住
の
方

受
講
料　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

公
売
物
件

【
箱
２
】

所　
在　
湯
本
字
前
田
１
７
９
番

18
、
１
８
０
番
９
の
土
地

見
積
価
額　
61
万
円

公
売
保
証
金　
７
万
円

【
箱
３
】

所　
在　
湯
本
字
下
耕
地
53
番
７
、

53
番
15
、
53
番
17
の
土
地

見
積
価
額　
１
１
１
万
円

公
売
保
証
金　
12
万
円

【
箱
４
】

所　
在　
宮
城
野
字
抱
石
１
３
４

５
番
31
の
土
地

見
積
価
額　
１
１
５
万
円

公
売
保
証
金　
12
万
円

【
箱
５
】

所　
在　
仙
石
原
字
牛
坂
９
５
６

申
込
期
限　
2
月
19
日
㈬

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し

込
み
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

�

養
成
講
座

　
自
殺
者
の
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、
平
成
30
年
は
全
国
で

2
万
８
４
０
人
と
な
っ
て
お
り
、

37
年
ぶ
り
に
2
万
1
千
人
を
下
回

り
ま
し
た
が
、
1
日
に
約
57
人
余

り
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。

　
自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
悩
ん

で
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
支
援
で

き
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
時　
3
月
24
日
㈫
14
時
～
15

番
52
の
土
地
・
建
物

建
物
構
造　
木
造
ス
レ
ー
ト
葺
平

家
建
住
宅

見
積
価
額　
１
７
３
万
円

公
売
保
証
金　
18
万
円

【
箱
６
】

所　
在　
二
ノ
平
字
南
長
尾
１
２

９
７
番
１
８
９
、
１
２
９
７
番
１

９
０
の
土
地

見
積
価
額　
３
２
０
万
円

公
売
保
証
金　
32
万
円

照
会
先　
税
務
課
（
収
納
係
）

�

☎
８
５
―
９
５
７
３

時
30
分

場　
所　
役
場
本
庁
舎
4
階
会
議

室内
容
（
テ
ー
マ
）

　
「
大
切
な
い
の
ち
を
支
え
て
い

く
た
め
に
～
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

こ
こ
ろ
の
声
を
聞
こ
う
～
」

講　
師　
湘
南
精
神
保
健
福
祉
士

事
務
所
長　
長
見
英
知　
氏
（
精

神
保
健
福
祉
士
）

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

持
ち
物　
筆
記
用
具

そ
の
他　

受
講
者
は
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
に
便
乗
し
た

�

詐
欺
に
ご
注
意
！

　
昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
便
乗

し
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
年
金
機

構
ま
た
は
市
区
町
村
の
職
員
を
名

乗
る
者
か
ら
、「
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
の
振
込
口
座
が
使
え
な

い
た
め
、
新
し
い
口
座
番
号
、
暗

証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え

て
ほ
し
い
。」
と
い
う
不
審
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
お
よ
び
日
本
年
金

機
構
で
は
、
電
話
で
お
客
様
の
口

座
番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
等
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が

あ
っ
て
も
、
口
座
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
を
答
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
小
田
原
年
金
事
務
所

☎
０
４
６
５
―
２
２
―
１
３
９
１

　
地
域
の
安
全
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
交
通
指
導
隊
員
は
、
箱
根
駅
伝

や
地
域
で
の
各
種
祭
典
時
の
交
通

誘
導
、
通
学
児
童
に
対
す
る
街
頭

指
導
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
密
着

し
た
交
通
安
全
を
実
践
し
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
な
い
町
を
目
指
し

て
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

活
動
内
容　
朝
の
児
童
通
学
時
お

よ
び
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
交
通
指
導

（
年
15
回
程
度
）

応
募
資
格

○�

満
20
歳
～
65
歳
の
町
内
に
在
住
・

在
勤
の
方

○�

健
康
で
、
交
通
安
全
に
深
い
関

心
を
持
ち
、
交
通
指
導
活
動
に

熱
意
が
あ
る
方

○
交
通
道
徳
な
ど
を
遵
守
す
る
方

○
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方

応
募
方
法　
申
込
書
を
総
務
防
災

課
（
町
民
係
）
に
持
参
ま
た
は
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
総
務
防
災
課
（
町
民

係
）
お
よ
び
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
締
切
日　
３
月
４
日
㈬
（
必

着
）

選
考
方
法　
面
接
に
よ
り
応
募
動

機
な
ど
を
審
査
の
う
え
決
定
し
ま

す
。（
面
接
日
は
、
後
日
通
知
）

活
動
手
当　
出
動
状
況
に
応
じ
て

活
動
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

任　
期　
令
和
２
年
５
月
10
日
㈰

～
令
和
４
年
５
月
９
日
㈪

申
込
・
照
会
先　

総
務
防
災
課

（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

�

FAX
８
５
―
５
８
７
２

sogomado@town.hakone.
kanagawa.jp

交
通
指
導
隊
員
募
集

日　時　�２ 月 ５ 日㈬・19日㈬17時15分～19時
15分

　　　　 ２月15日㈯ ８時30分～12時
場　所　役場本庁舎 ２階総務防災課町民係
取扱事務　◎�マイナンバーカードの申請・交

付（顔写真撮影サービス・郵送
交付可能）

　　　　　◎電子証明書の更新・再発行
　　　　　◎マイキーＩＤ設定支援
※詳細はお問合せください。
※�マイナンバーカード事務以外の取り扱いは
ありません。
照会先　総務防災課（町民係）☎85−７１６０

マイナンバーカード
専用窓口開設
（夜間休日）
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所得税と町県民税の
申告相談を

実施します
●
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

○�

給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の

所
得
が
20
万
円
を
超
え
た
方

○�

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方

○�

事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産

収
入
の
あ
る
方　
な
ど

※
公
的
年
金
な
ど
の
年
金
収
入
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ

る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
は
提
出
で
き
ま
す
。

●
給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
方

　
次
の
よ
う
な
方
が
確
定
申
告
を

す
る
と
、
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○�

年
末
調
整
に
控
除
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
（
年
末
調
整
さ
れ
て

い
な
い
）
場
合

対　
象　
扶
養
控
除
や
社
会
保
険

料
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
が
年

末
調
整
で
算
定
さ
れ
て
い
な
い
方

申
告
に
要
す
る
も
の　
源
泉
徴
収

票
や
保
険
料
の
支
払
証
明
書
な
ど

○
医
療
費
控
除
を
追
加
す
る
場
合

対
象
の
医
療
費　
令
和
元
年
中
に
、

本
人
や
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る

親
族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費

控
除
額　
保
険
金
な
ど
で
補ほ

填て
ん

さ

れ
る
分
を
差
し
引
い
た
金
額
か
ら
、

総
所
得
の
５
％
ま
た
は
10
万
円
の

い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引

い
た
額

控
除
限
度
額　
２
０
０
万
円

申
告
に
要
す
る
も
の　
医
療
費
控

除
の
明
細
書
な
ど
（
平
成
29
年
分

の
申
告
か
ら
領
収
書
の
添
付
は
必

要
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
自
宅
で

5
年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
事
前
に
領
収
書
を
受
診
者
・
病

院
ご
と
に
集
計
し
明
細
書
を
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

※
医
療
費
の
領
収
書
の
添
付
に
よ

り
申
告
が
で
き
る
の
は
令
和
元
年

分
ま
で
に
な
り
ま
す
。令
和
２
年

分
の
申
告
か
ら
は
明
細
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
領
収
書
を

持
参
し
て
も
受
け
取
り
ま
せ
ん
。）

○
住
民
税
に
関
す
る
事
項
の
記
入

　
確
定
申
告
書
の
第
二
表
に
は
、

「
寄
附
金
税
額
控
除
」
や
「
配
当

割
額
控
除
額
」、「
16
歳
未
満
の
扶

養
親
族
」
や
、「
同
一
生
計
配
偶

者
」
欄
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
該
当

す
る
場
合
は
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
が
な
い
場
合
、
町
県
民
税
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
令
和
元
年
分

の
所
得
を
申
告
し
て
も
ら
う
、
所

得
税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
の

申
告
時
期
で
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
小
田
原

税
務
署
ま
た
は
町
の
申
告
会
場
で
、

町
県
民
税
は
町
の
申
告
会
場
で
申

告
で
き
ま
す
。

　
申
告
会
場
の
日
時
、
申
告
内
容

を
ご
確
認
の
上
、
必
要
な
書
類
を

早
め
に
準
備
し
、
期
限
内
に
申
告

し
ま
し
ょ
う
。

●
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

や
、
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の

所
得
が
な
く
、
年
末
調
整
さ
れ
て

い
る
方
は
、
原
則
と
し
て
町
県
民

税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
町

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

○�

昨
年
中
に
所
得
が
な
く
、
家
族

の
税
金
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い

な
い
方

○�

昨
年
中
に
所
得
が
あ
る
が
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
い
方

○�

そ
の
他
、
町
か
ら
申
告
書
が
送

ら
れ
て
き
た
方
で
、
確
定
申
告

の
必
要
が
な
い
方

　
主
婦
や
学
生
、
病
気
な
ど
で
所

得
が
な
か
っ
た
方
は
、
そ
の
旨
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

申
告
が
な
い
場
合
、
年
金
な
ど
の

給
付
、
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護

保
険
料
の
決
定
、
所
得
証
明
書
な

ど
の
発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
が
不
要
で
も
、

町
県
民
税
の
課
税
に
お
い
て
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記

載
の
あ
る
社
会
保
険
料
控
除
や
配

偶
者
控
除
以
外
の
各
種
控
除
（
生

命
保
険
料
、
医
療
費
、
扶
養
な

ど
）
を
追
加
す
る
場
合
は
、
町
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

●
申
告
書
な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
毎
回
必
要
で
す

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴

い
、
申
告
手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類
な

ど
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

毎
回
必
要
と
な
り
ま
す
。申
告
の
際

は
忘
れ
ず
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
の
電
子
申
告
推
進
に

つ
い
て

　
国
税
庁
で
は
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
電

子
申
告
（e-Tax

）
を
推
進
し
て

お
り
、
町
の
申
告
会
場
で
は
デ
ー

タ
で
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

　
電
子
申
告
に
は
「
利
用
者
識
別

番
号
」
が
必
要
と
な
り
、
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま

す
。
町
の
申
告
会
場
で
も
取
得
で

き
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
取
得
し

て
お
き
ま
す
と
申
告
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
す
で
に
電
子
申
告
を
ご
利
用
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
税
務
署

か
ら
利
用
者
識
別
番
号
が
記
載
さ

れ
た
確
定
申
告
の
案
内
の
は
が
き

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申 告 相 談 所 の 開 設

照会先　◦税務課☎８５ ― ７７５０（町県民税、所得税）
　　　　◦小田原税務署☎０４６５ ― ３５ ― ４５１１㈹（所得税、贈与税、住宅取得控除、消費税）

・�3 /16㈪は、役場分庁舎で「町県民税」
のみ申告の受付を行います。
　�所得税の申告（確定申告）の受付はでき
ません。
・�会場の日程が変更されていますので、ご
確認の上来場してください。
【会場】
・湯本…役場分庁舎
・温泉…温泉公民館
・宮城野…宮城野公民館
・仙石原…仙石原文化センター
・箱根…箱根出張所
※令和 ２年 １月 １日現在で町内に居住して
いる方のみ受付します。

●町の申告会場
日 月 火 水 木 金 土
2 /16 2 /17 2 /18 2 /19 2 /20 2 /21 2 /22
— 湯　本 湯　本 温　泉 宮城野 宮城野 仙石原
2 /23 2 /24 2 /25 2 /26 2 /27 2 /28 2 /29
— — 仙石原 仙石原 湯　本 湯　本 —
3 / 1 3 / 2 3 / 3 3 / 4 3 / 5 3 / 6 3 / 7
— 箱　根 宮城野 宮城野 仙石原 仙石原 —
3 / 8 3 / 9 3 /10 3 /11 3 /12 3 /13 3 /14
湯　本 湯　本 湯　本 湯　本 湯　本 湯　本 —
3 /15 3 /16 【受付時間】　　　　　　　　　　　　　　

9 時～16時（平日の湯本会場は17時まで）— 湯　本

●小田原税務署　☎0465−35−4511㈹
日時（受付時間）

2 月17日㈪～ 3月16日㈪の
平日
（ 2 月24日㈪・ 3月 １日㈰
は開設）

受付： 8時30分から16時まで
　　　（提出は17時まで）
相談： 9時から17時まで

【所得税以外の税目】
・贈与税（納税）　　　 3月16日㈪まで
・個人事業者の消費税　 3月31日㈫まで
※詳しくは小田原税務署に問い合わせてください。

●�（公社）小田原青色申告会（所得税）による
　申告指導　☎0465−24−2614

日時（受付時間） 会　場

2月 3日㈪～
3月16日㈪

9時〜15時
（最終日は14時
まで）

青色会館 3階
大ホール
(小田原市本町
2 - 3 -24)

※ ２ 月の土曜日と日曜日、
　 ３月の土曜日はお休みです。

申告書は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」でも作成できます。
（利用者識別番号（納税者用ＩＤ）は「国税庁　利用者識別番号」で検索！）

【国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp】

次の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です

または
マイナンバーカード

＋
ご本人のマイナンバーを確認できる書類
●通知カード
●住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載のあるものに限る）

� のうちいずれか１つ

番号確認書類
記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類
●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●障害者手帳
●在留カード　●年金手帳
� などのうちいずれか１つ

身元確認書類

詳しくは 国税庁 検 索
申告・納税・申請すべておまかせ e－Tax

●町では受付ができない申告
　次に該当する方は、町の申告相談を受けられません。小田原税務署で申告相談をしてください。
　⑴青色申告　⑵住宅借入金等特別控除の １年目　⑶平成30年分以前の確定申告
　⑷譲渡所得に係る確定申告　⑸昨年中に亡くなった人の所得の申告
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実行委員の
皆さんから
ひとこと

　 1月13日、湯本富士屋ホテルで『うつろい』を
キャッチフレーズに、町成人式が開催されました。
　今年新たな一歩を踏み出した箱根町の新成人は152
人。
　式典では町長、教育長、議会議長からそれぞれ祝辞
がありました。
　また、新成人を代表し、勝俣航希さんから成人と
なった抱負や地域の方々への感謝の想い、などが発表
されました。
　そして、今年はサプライズゲストとして、美容家の
ＩＫＫＯさんに扮装した「はこね親善大使」の松尾駿
さんが参加し、会場は大きな歓声が沸きました。
　松尾さんは新成人へ向け先輩としてとても素敵な
メッセージを送ってくれました。

　式典終了後には、成人式実行委員会の企画・運営で、
『飛翔』をテーマに交流会が行われました。
　公益社団法人青色申告会箱根支部による「お年玉
じゃんけん大会」や恩師の方々からのメッセージを集
めたビデオレターが放映されました。新成人にインタ
ビューなど、そのやりとりに会場は盛り上がりました。
　令和最初の成人式、新たな時代を生きる若者たちは、
どのような未来を紡ぐのでしょうか。
　大人としての責任感や自立心を
胸に、明日へと進んでいく新成人
の皆さんには、今日の日を忘れず、
また、どんなことでも挑戦し羽ば
たいてほしいと思います。

　　　　　　　　　　　新成人の
皆さん、ご家族の

　　　　　　　　みなさんおめで
とうございます。

　僕も17年前に箱根の成人式に出
席しました。20歳

のときは何の夢もなかったです。
何をしたらいいか

なと思っていました。21～22歳の
時にお笑いをやろ

うと思い、東京に出ました。それ
までは箱根って不

便だなと思っていましたが、東京
に出てから箱根の

良さを知りました。自然や温泉、
駅伝がある、これ

はなかなかありません。新成人の
皆さんはこれから

様々な場所で活躍されると思いま
すが、この先、箱

根のことをもっと好きになると思
います。箱根のこ

とを誇りに思って頑張ってもらい
たいと思います。

　最後なので一つだけ大事なこと
を伝えます。

はこね親善大使

松尾駿さんからのお祝いメッセージ

〜新たなる門出を祝って〜

箱根町　成人式
令和  ２年

　成人式が無事に終わりホッと
しています。お世話になった人
たちへの感謝の気持ちと、これ
から自分も同じように大人に
なっていかなければならないの
で頑張っていきたいと思います。
　みんなの役に立てるような社
会貢献できるような大人になっ
ていきたいと思います。

実行委員代表　酒寄　楓果さん

　成人を迎え初めての大仕事と
なった成人式ですが無事に終え
られたことをとてもうれしく思
います。
　これからは社会人として大人
として周りの人たちを引っ張っ
ていけるような大人になりたい
と思います。

小宮　英奈さん
　小学校の頃に行った「 ２分の
１成人式」はあまり実感が無
かったのですが、今日成人式を
迎えて、一つの通過点をくぐっ
たような実感が沸いています。
　お世話になった家族や先生
方、バイト先の社員さん先輩へ
の感謝を忘れないよう過ごして
いきたいと思います。

河野　光さん

　無事に終わってよかったと思
います。久しぶりにいろんな友
達に会えたのが良かったです。
楽しかったです。
　春から社会人になるので子ど
もたちのお手本となれるような
人になっていきたいと思いま
す。

勝俣　梨里さん

　「自分の意志で動くこと」と
「自分の考えをもつこと」を大
切にしていきたいです。
　成人としてお世話になった
方々へ感謝しつつ自分の道に向
かってしっかりと目標や夢を立
てて頑張っていきたいと思いま
す。

勝俣　航希さん

　成人式を終えて安堵という気
持ちが先に来るのですが成人式
という今日を明確な日として大
人になる準備を進めていきたい
と思います。
　今後の目標は昨年留学を終え
たので英語のスキルや社交性を
これからも身に着けていけたら
良いなと思います。

実行委員代表　渡邉　栞絵留さん

スキンケア〜！
スキンケアだけは
ホントにね、
ホントに
大事だから♡
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東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組みについて（第 4 回）

箱根関所南

元箱根

出発予定地
出発式会場

到着予定地

恩賜箱根公園

箱根苑地
●箱根町郵便局

●セブンイレブン

●ローソン

●

箱根ホテル ●
箱根関所

芦ノ湖

1

1

東京2020オリンピック
聖火リレーの詳細ルートと

聖火ランナーが発表されました！
　公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会から東京2020オリンピック
聖火リレーについて、詳細ルートが発表されました。
　また、東京2020オリンピック聖火リレー神奈川県実行委員会が推薦した神奈川県の聖火ランナー
65名が決定しました。本町からは、スポーツクライミング神奈川県代表として活躍している近

こん
藤
どう
美
み

七
な
海
み
さん（14歳）が選ばれました。（各ランナーの走行箇所は未定です。）

【箱根町の聖火リレー詳細ルートについて】
　神奈川県では ６月29日㈪から ７月 １日㈬まで聖火リレーが実施され、本町は １日目の出発地点と
なることから、出発式が行われます。
出発式会場・出発予定地：箱根駅伝往路ゴール地点付近
到着予定地：芦ノ湖遊覧船乗り場付近
　 １ 人の走行距離は約２００ｍで、箱根区間の走行人数はまだ発表されていません。

　聖火ランナーに選ばれた事を聞いた時は、ただビックリする

だけでした。その後、テレビや新聞等で取り上げられているの

を見たり、友人や知人から「すごいね！」と声を掛けられたり

するようになってからは、聖火ランナーになったということは

本当に凄いことで、名誉あることなのだと実感が湧いてきまし

た。まだどこの区間を走るか決まっていませんが、箱根町の聖

火リレールートは、お正月に行われた箱根駅伝の往路ゴール・

復路スタート地点から芦ノ湖遊覧船乗り場までの芦ノ湖沿道の

コースをリレーするので、できるならそのコースを走ってみた

いという願望があります。

　聖火ランナー、やりたいと思っていてもできる事ではない光

栄な事です。箱根町からは私一人で正直、不安もありますが、

箱根町の代表として楽しみながら自分らしく一生懸命走り、東

京2020オリンピックを盛り上げられるようしっかり聖火をつな

いで貢献していけたらと思います。東京2020オリンピックの雰

囲気を楽しみながら味わってきます。今から本当に楽しみです。

近藤美七海さんの
コメント

聖火リレールート
詳細図

照会先　企画課☎８５―９５７２

出発予定地
出発式会場

到着予定地

　
東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
た
取
組

み
に
つ
い
て
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
、
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
登
録
状
況
な
ど
を
こ
れ
ま

で
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
３

か
国
の
中
か
ら
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦

共
和
国
（
旧
ビ
ル
マ
）
」
の
紹
介
を
し

ま
す
。

〇
国
の
概
要　
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
に
位
置
す
る
連
邦
国
家
で
、

人
口
は
約
５
，
１
５
０
万
人
、
面
積
は

日
本
の
約
１
・
８
倍
で
す
。
古
来
よ
り

仏
教
に
深
く
帰
依
し
、
国
民
の
90
％
が

仏
教
を
信
仰
す
る
仏
教
国
で
、
国
内
に

は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
「
パ
ゴ
ダ
」
と
呼

ば
れ
る
黄
金
色
の
仏
塔
や
寺
院
が
あ
り
ま
す
。

〇
伝
統
料
理　
米
を
主
食
と
し
て
お
り
、
ヒ
ン
（
カ
レ
ー
）
や

モ
ヒ
ン
ガ
ー
（
米
麺
）
な
ど
が
代
表
的
な
料
理
で
す
。

〇
伝
統
的
ス
ポ
ー
ツ　
チ
ン
ロ
ン
は
、
巧
み
な
足
技
で
器
用
に

ボ
ー
ル
を
蹴
り
続
け
る
競
技
で
、
い
か
に
美
し
い
フ
ォ
ー
ム
で

難
易
度
の
高
い
技
を
成
功
さ
せ
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
す
。
ラ

ウ
ェ
イ
は
、
頭
突
き
も
認
め
ら
れ
て
い
る
過
酷
な
競
技
で
、
判

定
が
無
く
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
み
で
勝
敗
が
決
ま
る
格
闘
技
で
す
。

〇
出
場
実
績　
１
９
４
８
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
に
ビ
ル
マ
と
し
て

初
出
場
し
、
国
名
変
更
に
伴
い
１
９
９
２
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会

か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。
リ
オ
大
会
は
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
陸
上
競
技
、
柔
道
、
射
撃
及
び
競
泳
で
７
名

の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
こ
れ
ま
で

ビ
ル
マ
と
し
て
７
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
（
金
２
、

銀
３
、
銅
２
）。

〇
出
場
予
定
競
技
種
目　
陸
上
競
技
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
柔
道
・
空
手
・
競
泳

　
今
年
７
月
頃
に
予
定
す
る
選
手
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
い
。

�

照
会
先　
企
画
課
☎
８
５
―
９
５
６
０

大 会 の 結 果
　昨年12月15日に埼玉県加須市民体育館で開催さ
れた「第 ６回関東小中学生選抜スポーツクライミ
ング選手権大会」に、近

こん

藤
どう

美
み

七
な

海
み

さん（箱根中学
校 2年）が神奈川県代表選手として中学女子の部
に出場し、全国屈指の強豪選手が集う関東ブロッ
クの大会で見事優勝しました。

　昨年11月30日・12月 １ 日に千葉県総合スポーツ
センター武道館（千葉県稲毛区）で開催された
「令和元年度千葉県高等学校新人柔道大会」に、
湯本小学校出身の菊

きく

川
がわ

純
じゅん

平
ぺい

さん（東海大学付属浦
安高校 2年）が出場し、個人戦では66㎏級で優
勝、団体戦では ３位の成績を収めました。
　この結果、 ３月21日㈯・22日㈰にＡＬＳＯＫぐ
んまアリーナ（群馬県前橋市）で開催される「第
42回全国高等学校柔道選手権大会」への出場が決
定しました。
　箱根出身選手の健闘を
応援してください。

箱
根
町
初
の
プ
ロ
野
球

選
手
の
表
敬
訪
問

　
昨
年
12
月
27
日
に
オ
リ
ッ
ク
ス
・

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
に
入
団
し
た
背
番

号
０　
勝か

つ

俣ま
た

翔し
ょ
う

貴き

選
手
（
宮
城
野

地
域　
箱
根
中
学
校
出
身
）
が
町

長
室
を
訪
れ
、
町
長
、
副
町
長
お

よ
び
教
育
長
に
プ
ロ
野
球
選
手
と

し
て
の
意
気
込
み
や
、
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。
箱
根
町
初
と
な
る

プ
ロ
野
球
選
手
の
活
躍
に
期
待
を

込
め
、
健
闘
を
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。

バングラデシュ

中華人民
共和国

タイ

インド
ベトナム

ラオス

ネパール

ミャンマー
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猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。 http://www.hakone-geopark.jp/箱根ジオパーク

私の イチオシ

箱根ジオパークの
拠点施設の方や学芸員に
いちおしのジオサイト等
を紹介してもらうよ！

箱根土曜塾からのお知らせ　№09

　はじめまして。生命の星・地球博物館 学芸員の西澤と申します。火山灰や軽石などの火山噴

出物を専門に研究しています。今回は、南足柄エリアの文
ぶん
命
めい
堤
づつみ
を紹介しようと思います。文命堤

は、江戸時代に自然の地形と人間の技術を組み合わせて造られた堤防です。実はその成り立ちを

紐解くと、私たちの住む地域が噴火現象の影響下にあることが実感できます。

　西暦1707年の富士山の宝
ほう
永
えい
噴
ふん
火
か
では、噴出した大量のスコリア（黒く多

た
孔
こう
質
しつ
な火

か
山
ざん
礫
れき
）が酒匂

川流域に供給されました。このことが酒匂川下流の足柄平野に住む人々にもたらしたものは、度

重なる洪水被害でした。富士山からのスコリアが降り積もり、それらが二次的に流入することで

酒匂川の河床が上がり、氾濫が起こりやすくなったのです。このとき人々がとった対策が、酒匂

川がちょうど足柄平野に差し掛かるところで、流路をジグザグに変え、水の勢いを弱めてから下

流に流そうという文命堤の治水工事でした。そして、ここで利用された自然の地形は、 6万 6

千年前に箱根火山のなかでも最大級の大規模噴火によって、山麓に流れ下った火
か
砕
さい
流
りゅう
堆
たい
積
せき
物
ぶつ
で

す。文命堤で千
せん
貫
がん
岩
いわ
と呼ばれる場所にあたり、新大口橋の東側で比高20mほどの崖をつくってい

ます。この堆積物にはその大規模噴火のマグマに由来する灰白色の軽石や火山灰がぎっしりと詰

まっており、締まっていますが溶岩のようには硬くはありません。河川が蛇行するとき、その外

側の速い水流が当たる地形を攻撃斜面といい、水の流れが遅い内側の岸を滑走斜面ということが

あります。まさにこの文命堤の千貫岩は、分厚い火砕流堆積物でできた壁を、酒匂川の流路を無

理やり曲げることで攻撃斜面として最大限利用し、水流を弱めることに成功したのです。暴れる

川も、それを治める地形にも火山活動の結果が関係しているのです。

　新大口橋から眺めることができる文命堤は、四季に応じて河原にせり出す植物の彩が変わる楽

しみもあります。この場所で、富士山東麓から相模湾に至る酒匂川の旅路や、遠く江戸時代に噴

火と闘った人間の知恵に想いを馳せてみてはいかがでしょうか。

照会先　神奈川県立　生命の星・地球博物館

　　　　☎0465−21−1515

ホームページ　http://nh.kanagawa-museum.jp/

　町議会12月定例会が開催された際、町立小学校 3校と恵明学園小学校の 6年生が社会科の授業で議会を傍聴しまし
た。
　この取組は、町民の幸せな暮らしを実現しようとするために、箱根町の政治がどのような働きをしているのか、興
味・関心を高めるとともに理解を深めることを目的として、平成27年度から実施しており今回で 5回目となります。
　子ども達は、各学校で事前に学習してきた内容と、議会を傍聴する際の注意事項について、町職員から説明を受け
た後、議場の傍聴席へ移動し、箱根町をより良い町にするために厳粛な雰囲気のもとで真剣に議論している様子を見
学して、緊張した面持ちで耳を傾けていました。
　その後、普段はなかなか入ることができない議長室や町長・
副町長室をはじめ、町の職員が仕事している様子も見学しまし
た。子ども達からは「私達町民のために議会で話し合ってくれ
ていることが分かった」、「学校で話し合う時に、議会のように
友達の意見をよく聞いたり、相手に分かりやすく質問したりし
てみようと思う」といった感想があり、貴重な体験となったよ
うでした。
　今後も各小・中学校の子ども達が共通の体験をできる機会を
設け、一貫教育を推進していきたいと考えています。

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
町議会見学編

箱根土曜塾についての詳細は、学校教育課まで！（☎85－7600）

町議会見学の様子

議会を傍聴する子ども達
（仙石原小学校）

～「箱根土曜塾」で活躍する講師について～
　箱根土曜塾は受講生の学力に応じて６つのグループ（ 5～ 6名）に分かれ、各グループの講師が受講生に合
わせたプログラムにより、授業を行っています。今回は、箱根土曜塾の運営を委託している株式会社　城南進
学研究社のスタッフを紹介します。城南進学研究社の皆さんは、授業・教材の作成・保護者会・学習法ガイダ
ンスの実施等、受講生の希望校合格のため、熱心に箱根土曜塾を運営しています。
　受験生の皆さんが、日頃の勉強の成果を発揮できるように心より応援しています！　頑張れ受験生！

①氏名　②箱根土曜塾の魅力　③オススメの緊張をほぐす方法　④受験生に向けた応援メッセージ

①山中　裕法（左上）
②�WEB教材と講師指導が融合した
先端授業

③�緊張している、と口に出す。
④�冷静に。
　できると信じて！

①水野　雅恭（左下）
②�アクティブラーニング
③�うす目で「できるできる…」と１０
回唱える。

④�学ぶことは人生そのもの！最後ま
でがんばれ！

①岡本　龍（右上）
②�適正人数のロ型演習
③�大好きな食べ物を想像し、終わればご馳走！
と、少し気をそらす。
④�受験当日まで学力は上がります。
　�試験会場には早めに行ってください！

①新沼　正太（右下）
②�生徒との距離が近く理解度を重視
しているところ

③�周りの方が緊張していると言い聞
かせる。

④�大丈夫。自信を持って！

文命堤（千貫岩）
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クイズ
　正解者の中から抽選で 3人の方に図書カード
をプレゼントします。
【問題】東京2020オリンピックの聖火リレーの
詳細ルートと○○○○○○が発表されました。
本町からはスポーツクライミング神奈川県代表
として活躍している近藤美七海さんが選ばれま
した。この○○○○○○に入る ６文字を答えて
ください。

応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記し、応募してください。

※町内在住の方のみ、 1人 1通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　 2月10日㈪　当日消印・着信有効
応募先　〒250−0398　箱根町企画課

1 月号の解答　「うつろい」
当選者　星野　　俊さん（湯　本）
　　　　諏訪部　智さん（宮城野）
　　　　吉原　幸子さん（仙石原）
★当選おめでとうございます。

＊さくら館プールは休業しています。再開予定は令和 2年 4月 1日です。＊ 　学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育相談センター☎85−7776へ！

社会教育センター図書室から
《蔵書点検による図書室休室と移動図書館巡回休止》

赤ちゃん誕生（誕生証書12月発行分）

榊
さかき

奏
か

音
のん

ちゃん	 11/25	 佑 太 さん� 小涌谷

小
こ

林
ばやし

浩
ひろ

美
み

さん	 12/17	 58歳� 強 羅
にし

村
むら

タケさん	 12/20	 103歳� 箱 根

杉
すぎ

山
やま

久
ひさ

男
お

さん	 12/26	 72歳� 宮 城 野

安
あん

藤
どう

幸
ゆき

雄
お

さん	 12/27	 81歳� 大 平 台

勝
かつ

俣
また

浩
こう

一
いち

さん	 12/28	4 6歳� 仙 石 原

高
たか

見
み

幸
さち

子
こ

さん	 1 / 1 	 86歳� 仙 石 原

渡
わた

邉
なべ

昌
まさ

治
はる

さん	 1 / 8 	 88歳� 宮 ノ 下

金
かな

指
ざし

勝
かつ

武
む

さん	 1 /12	 75歳� 畑 宿

おくやみ（12/19〜 1 /18受付分）

か
な
が
わ
駅
伝

　
第
74
回
市
町
村
対
抗
「
か
な
が

わ
駅
伝
」
競
走
大
会
に
箱
根
町

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。
力
走
す

る
選
手
に
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

日　

時　

2
月
9
日
㈰
9
時
ス

タ
ー
ト

コ
ー
ス　

秦
野
市
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
（
秦
野
市
総
合
体
育
館
）

～
県
立
相
模
湖
公
園
の
全
7
区
間

（
51
・
５
㎞
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

予
備
自
衛
官
補
募
集

応
募
資
格

◯
一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

方◯
技
能　
18
歳
以
上
で
、
保
有
す

る
技
能
に
応
じ
53
歳
未
満
～
55
歳

未
満
の
方

受
付
期
間　
４
月
12
日
㈰
ま
で

試
験
期
日　
４
月
20
日
㈪
か
ら
24

日
㈮
の
う
ち
１
日
を
予
定

　
ま
た
、
自
衛
官
候
補
生
に
つ
い

て
は
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
を

対
象
に
、
年
間
を
通
じ
て
募
集
を

　社会教育センター図書室は、蔵書点検作業のため、
２月17日㈪から ３月 ２日㈪まで、臨時休室（社会教
育センターの休館日を含む）し、あわせて移動図書
館「きつつき号」も巡回を休止します。
　また、仙石原公民館の図書室も、 ２月26日㈬・27
日㈭に点検作業を行うため、臨時休室します。
　休室期間中は、図書の閲覧・貸し出し、図書室へ
の入室ができません。
　返却は、社会教育センター玄関横のブックポスト
を利用してください。
　蔵書点検作業は毎年一回、図書室で所蔵している
本とデータを照合し、確認する作業です。ご不便を
おかけしますが、ご理解、ご協力をお願いします。

移動図書館きつつき号巡回予定表
場　所 日　時

１
コ
ー
ス

箱根幼稚園

２月の巡回はありません畑宿寄木会館
湯本茶屋（静観荘駐車場）

山崎集会所

２
コ
ー
ス

箱根の森小学校

2 /13㈭

10：20～10：35
大平台姫之湯 １３：５０～１４：０５
宮ノ下駐車場 １４：２０～１４：３５

強羅向山公園駐車場 １４：４５～１５：００
宮城野保育園 １５：１０～１５：４０

３
コ
ー
ス

役場本庁駐車場

2 /14㈮

１２：３５～１２：５０
１４：５０～１５：０５

湯本小学校 10：15～10：35
湯本幼児学園 １３：５０～１４：２０
町社会福祉協議会 １４：25～１４：40

４
コ
ー
ス

さくら館

2 / 5 ㈬

１０：４５～１１：００
宮城野公民館 １１：１０～１１：２５
箱根中学校 12：55～１３：10
元箱根集会所 １３：４５～１４：００
箱根集会所 １４：１０～１４：２５

５
コ
ー
ス

仙石原小学校

2 / 7 ㈮

１３：００～１３：３０
アレンジメントケア箱根仙石原 １３：４０～１３：５５

仙石原幼児学園 １４：１０～１４：４０
仙石原文化センター １４：５５～１５：１０

※巡回予定は変更になる場合があります。照会先　社会教育センター　☎８２−２６９４

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
受
験
、
合
格
発
表
、
入
隊
時
期

等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
事
務
所

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
自
衛
隊
小
田
原
地
域
事

務
所　
小
田
原
市
栄
町
１
―
14
―

９　
Ｎ
Ｔ
ビ
ル
３
Ｆ

☎
０
４
６
５
―
２
４
―
３
０
８
０

町
祭
壇
の
貸
出
を

�

終
了
し
ま
す

　
皆
さ
ま
に
利
用
さ
れ
て
き
た
町

祭
壇
で
す
が
、
老
朽
化
に
よ
り
装

備
に
破
損
な
ど
も
見
ら
れ
、
ま
た
、

家
族
葬
な
ど
の
葬
儀
形
態
の
多
様

化
に
よ
り
、
利
用
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
３
月
31
日
㈫

を
も
っ
て
貸
出
を
終
了
し
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

令
和
元
年
台
風
19
号
の

被
災
に
対
し
て
寄
付
等

を
い
た
だ
き
ま
し
た

〇
寄
付
金
等

�

１
７
，
１
７
９
，
２
９
１
円

�

（
令
和
２
年
１
月
22
日
現
在
）

　
こ
の
他
、
応
援
の
品
（
救
援
物

資
で
は
な
い
）
を
多
く
の
方
か
ら

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〇�

ふ
る
さ
と
納
税
（
お
礼
の
品
な

し
）
で
い
た
だ
い
た
寄
付
金

�

２
０
，
０
６
０
，
０
０
０
円

�

（
８
９
３
件
）

※
「
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
支

援
」
は
令
和
元
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
、
受
付
を
停
止
し
ま
し
た
。

○�

本
年
１
月
６
日
よ
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
金
の
使
い
道
に

「
箱
根
登
山
鉄
道
へ
の
支
援
」

を
追
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
の
た
め
に
、

あ
り
が
た
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。善

意
の
寄
付

◎�

一
般
財
団
法
人
日
本
出
版
ク
ラ

ブ　
会
長　
野
間　
省
伸　
様

�

児
童
図
書
７
１
２
冊

〈
箱
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
〉

◎
湯
場
商
店
会　
ゆ
う
の
会

　
会
長　
井
島　
章
博　
様

�

２
万
円

　
台
風
19
号
は
町
に
も
大
き
な
爪

痕
を
残
し
ま
し
た
。
箱
根
中
学
校

は
多
く
の
生
徒
が
公
共
交
通
機
関

で
通
学
し
て
い
ま
す
の
で
休
校
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
再
開
の
そ
の
日
の
こ
と
で

す
。
バ
ス
で
帰
宅
す
る
生
徒
を
強

羅
駅
ま
で
引
率
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
途
中
、
須
沢
を
横

切
っ
て
歩
い
て
い
る
と
ひ
と
り
の

年
配
の
方
が
、
本
校
職
員
に
声
を

か
け
て
き
ま
し
た
。「
こ
こ
を
通

る
の
か
？
こ
こ
は
一
番
危
な
い
場

所
だ
よ
。
数
年
前
に
も
大
雨
で
崖

が
崩
れ
た
場
所
な
ん
だ
。」
と
言

う
の
で
す
。
翌
日
か
ら
は
仙
石
原

方
面
の
場
所
に
は
職
員
を
増
員
し
、

周
囲
の
状
況
を
十
分
確
認
し
な
が

ら
生
徒
が
通
過
す
る
よ
う
に
対
応

を
と
る
よ
う
に
で
き
ま
し
た
。

　
学
校
職
員
は
数
年
で
入
れ
替
わ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
詳

細
な
情
報
な
ど
、
知
ら
な
い
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
に

と
っ
て
地
域
の
方
の
生
き
た
情
報

は
と
て
も
有
難
い
も
の
だ
と
痛
感

コ
ラ
ム「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る・地
域
へ
つ
な
ぐ
～

し
た
出
来
事
で
し
た
。
今
後
も
多

く
の
情
報
を
い
た
だ
き
、
生
徒
自

ら
地
域
の
状
況
を
把
握
し
、
適
切

に
対
処
で
き
る
よ
う
な
力
を
育
成

す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

照
会
先

　
箱
根
中
学
校

�
☎
８
２
―
３
０
０
０

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

Ｍ
Ｅ
︱
Ｂ
Ｙ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
０　
春

　
未
病
改
善
の
拠
点
施
設
で
あ
る

未
病
バ
レ
ー
「
ビ
オ
ト
ピ
ア
」
で

未
病
を
改
善
す
る
新
た
な
体
験
や

発
見
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
！

　
イ
ン
ド
ゆ
か
り
の
ヨ
ガ
体
験
や

Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
の
技
術
を

使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日　
時　
３
月
８
日
㈰
10
時
～
16

時場　
所　
未
病
バ
レ
ー
「
ビ
オ
ト

ピ
ア
」
足
柄
上
郡
大
井
町
山
田

３
０
０
番

持
ち
物　
室
内
コ
ン
テ
ン
ツ
に
参

加
希
望
の
方
は
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
（
一
社
）
小
田
原
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
０
４
６
５
―
２
０
―
９
１
６
６
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最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

=

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中= 

（
企
画
課
☎
８
５

－

９
５
７
２
）

夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください。

保
険
料
の
納
期

3月 2日㈪納期限

福祉相談会

催 し

案 内

小田原保健福祉事務所
各種相談日

日　時　 2月10日㈪ ９時20分
（中止の場合は15日㈯）

集合場所　真鶴駅
コース　荒井城址公園～三ツ石～貴船神

社～ししどの窟～真鶴駅
※帰路　真鶴駅からJR利用
会　費　500円（保険料他）
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司
� 　☎85−6788
※当日開催の有無は☎85−6788で確認し
てください。音声メッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の17時
から当日の 9時までです。

日　時　 ２ 月17日㈪13時30分～15時30分
場　所　さくら館
内　容　生活、人権に関する相談、国や

県への要望など
相談員　民生委員・児童委員、人権擁護

委員、学校教育指導員、総務省行
政相談委員

※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　福祉課☎85−7790

日時・場所
・ 2月13日㈭　役場分庁舎 4階第 7会議室
・ 2月27日㈭　さくら館相談室
（当日の電話相談は☎85−0800まで）
いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ

び家族
内　容　社会福祉士など専門家による面

接相談、電話相談
照会先　福祉課☎85−7790

日　時　 2月10日㈪13時～15時
（受け付けは14時まで）

場　所　小田原市保健センター
（小田原市酒匂 2 −32−16）

内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
付、修理相談

※希望する方は 2月 7日㈮までに連絡し
てください。
照会先　福祉課☎85−7790 ○�エイズ相談・検査　 2月19日㈬ ９時～

11時
○�精神保健福祉相談　 2月13日㈭・18日
㈫・27日㈭　いずれも13時30分～16時
30分

○�認知症相談　 2月12日㈬・ 3月 6日㈮
いずれも13時30分～16時30分

○�療育歯科相談　 2月27日㈭ ９時～15時
30分

※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所☎０４６5−

３２−８０００（内線３236：療育歯科相
談、内線３245：その他の相談と検
査）

日　時
①普通救命講習Ⅰ
　 2月22日㈯ ９時～12時
②普通救命講習Ⅱ
　 2月25日㈫ ９時～13時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

を用いた心肺蘇生法および止血法
など（②は実技と筆記の効果測定
を含む）

場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤

の方
定　員　各２０人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課（救急係）
� ☎82−4511

日　時　 ２ 月17日㈪12時～15時
場　所　さくら館

日時・場所
2 月 4 日㈫
・10時～11時30分　さくら館機能訓練室
・14時～15時30分　�仙石原文化センター

和室
2月19日㈬
・10時～11時30分　�社会教育センター軽

スポーツ室
・14時～15時30分　�郷土資料館学習室
対　象　１６歳以上
内　容　軽運動とストレッチとを合わせ

た体に優しい体操です
持ち物　運動のできる服装、タオル、水

筒、会場が社会教育センター・さ
くら館の場合は室内運動靴、郷土
資料館の場合は屋外運動靴

参加方法　参加費は無料です。会場にて、
講師に直接声をおかけください。

照会先　教育委員会生涯学習課
� ☎８５−７６０１

日　時　 3月 6日㈮14時～15時30分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援

センタークローバー（小田原市久
野115− 2 おだわら総合医療福祉
会館 1階）

対　象　高次脳機能障がいの方および家
族、支援者

照会先　おだわら障がい者総合相談支援
センタークローバー☎0465−35−
5258

電
気
自
動
車
は
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
税
務
課
へ
。（
☎
８
５

－

７
７
５
０
）

わかめの酢の物

国民健康保険料� （第 9期）
介護保険料� （第 9期）
後期高齢者医療保険料� （第 8期）

　わかめ（塩蔵や湯がき）は 2月中旬から 5月下旬に
かけて出回ります。
　栄養は、食物繊維やナトリウム、カリウム、カルシ
ウムなどのミネラル類、ビタミンＡ、Ｋ、葉酸などの
ビタミン類などを含みます。
　弾力と厚み、緑色が濃いものを選びましょう。
照会先　さくら館☎８５−０８００

●材料（ ４人分）
生わかめ	 120ｇ
さくらえび（茹で）	 大さじ 4（40ｇ）
★砂糖	 小さじ 4
★酢	 大さじ 4
★しょうゆ	 小さじ 2 / ３
しょうが（針生姜）	 適宜

●作り方
①　�ボウルに★印の材料を入れて混ぜ合わせる。
②　�生わかめは水で洗い食べやすい大きさに切る。
③　�さくらえびは、沸騰した湯に入れて、サッと湯通

しする。
④　�①のボウルに②の生わかめと③のさくらえびを入

れて和えて器に盛り、好みでしょうがをのせる。

レシピポイント
・�わかめやさくらえびは、もともと食材に塩分が含ま
れていますので、さくらえびは、サッと湯通しして、
余分な塩分を落としました。
・�さらに、酢の酸味を活かして塩分控えめにしました。

◆ 4か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　 2月12日㈬12時30分～13時受け付け
対　象　 ４か月児：令和元年10月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成31年 3 月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ（10か月児のみ）
◆ 1歳 6か月児健康診査／ 3歳 6か月児健康診査
日　時　 2月12日㈬13時～13時20分受け付け
対　象　 1歳 6か月児：平成30年 8 月生まれの幼児
　　　　 3歳 6か月児：平成28年 8 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　 2月 7日㈮13時～13時30分受け付け
対　象　平成29年 1 月・ 7月、平成30年 1 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　 2月18日㈫ 9時45分～11時45分
対　象　 7か月～ 3歳の乳幼児とその保護者
※ 1週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　 3月 5日㈭13時30分～15時
対　象　 3か月～18か月頃の乳幼児と保護者
※ 1週間前までに電話で申し込んでください。
○場所はいずれもさくら館です。

すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85−9595

●趣味の教室
書　道　 ２月 7日㈮・21日㈮10時～12時
絵手紙　 ２月13日㈭・27日㈭10時～12時
対　象　各教室とも町内在住の60歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　 ２月 7日㈮13時30分～14時受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定

など
対　象　町内在住の60歳以上の方
●第31回やまなみ芸能大会
日　時　 3月 6日㈮10時～15時
対　象　町内在住の60歳以上の方
申込方法　 ２月 7日㈮までに各地区単位老人クラブ会長ま

たは福祉課に申し込んでください。

やまなみ荘コーナー
照会先　福祉課☎85−7790身体障がい者の補装具相談会

普通救命講習

　長さ30㎝のクヌギの原木に、ドリルで
穴を開けて種駒を打ち込むシイタケのホ
ダ木作りを体験しませんか。
期　間　 ２月 1日㈯～ 3月 8日㈰
　　　　 9時～15時
材料費　 1本150円（30㎝）
※開催期間中の臨時休館日は、 2月 3日
㈪および 2月17日㈪です。
照会先　森のふれあい館☎８３−６００６

森のふれあい館
シイタケのホダ木作り体験

歩く会
真鶴半島めぐりコース

［10㎞］

心配ごと相談

出張体操教室

子どもほっと相談

高次脳機能障害専門相談

休日急患（医科）
　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
（☎82−4511）に確認してください。
診療時間　 9時30分～17時
当番日 当番医 所　在 電話番号
2 ／ 2 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84－9111

9 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 82－2672

16 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84－9111

23 土屋医院 湯　本 85－5034
※受診の際にはお薬手帳をご持参ください。

　上記については、夜間・休日も、納付書裏面記
載のコンビニエンスストアで納付ができますが、
納期限が過ぎている納付書で納める方は、至急役
場本庁会計課・出張所または金融機関で納付して
ください。
照会先　保険健康課　　　　☎85−9564

内　容　教育に関する相談
相談員　教育相談センタースタッフ
※希望する方はなるべく事前に連絡して
ください。
照会先　教育相談センター☎８５−７７７６

１ 人分の栄養価
　エネルギー：31kcal
　蛋白質：2.5g
　脂　質：0.3g
　食塩相当量：0.8g
　※しょうがは除く

旬を知っておいしくたべよう♪

栄養満点 減塩レシピ !
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ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中！
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!
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食育　～災害に備えて～
● 1 /24（宮城野保育園）

　今回の食育は災害などで電気が使えない場合を想定したビ
ニール袋での炊飯です。宮城野保育園の年長クラス、さくら組
の園児たちが挑戦しました。お米と水をビニール袋にいれ大鍋
の沸騰したお湯の中で約30分。炊きあがったご飯に具を混ぜて、
炊き込みご飯風おにぎりにしました。とても大きなおにぎりを
美味しい美味しいと笑顔で頬張る園児たち。その笑顔があれば
どんなことがあっても乗り越えていけるような気がしました。

認知症の人にやさしく声かけを
● 1 /16（箱根町役場）

　認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく安心して暮ら
し続けられるようにと、認知症の普及・啓発活動を行っている
「認知症をにんちしよう会」（会長　武井和夫氏）から、認知
症の理解を深めるための絵本「とかげのアンソニー」の寄贈が
ありました。いただいた絵本は町立小中学校に配付することに
なりました

伝統にふれる
● 1 / 6 （箱根町役場）

　正月遊びと七草がゆの試食が行われました。様々な娯楽や高
性能なおもちゃがあふれる現代ですが、独楽やすごろく、羽根
つき、輪投げ、弓矢など伝統の遊びに子どもたちは楽しそうに
遊んでいました。
　いただいた七草がゆの優しい味付けに一年の始まりを改めて
感じました。

七色のトンネルを抜けて
● 1 /10（湯本）

　新春恒例の消防出初式が開催されました。今年の救助訓練は
昨年の台風被害をふまえ水害などで孤立した家屋に取り残され
た住民を救助するものでした。両側から張ったロープを伝い隊
員が降下、引き上げをするさまは消防隊員の力強さを感じまし
た。早川における一斉放水では箱根登山電車が七色のトンネル
を抜けて湯本駅へ向かっているように見えました。

町の人口と世帯
− １月 １日現在−

●人口　11,102人
　男　5,306　　女　5,796
●世帯　 6,182
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　箱根駅伝の復路がスター
トし東京に向かう選手の後姿

を見送るとお正月は、もう終わ
りかなといった気持ちになります。

　そうこうしている間に早くも １月が終わり季節の分か
れ目の行事である 2月の節分が迫っています。
　暦の上では春となりますが、とても寒い時期です。肌
に刺さるような寒さは大変つらいのですが個人的にはと
ても箱根らしく感じられます。
　ただ、雪だけは…できればあまり降らないでほしいで
すね…。みなさん、お風邪などひかぬよう、また雪かき
で腰などを傷めないよう気を付けましょう。� （Ｍ）


